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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　９月　２１日　（火）
司会者　　橋本　彩花　　記録　田ノ上　愛子
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	荻原
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・準夜・深夜時の休憩・退勤時について

　南Aから東Dへの通り抜け、東Dの休憩室使用時のドアの開閉の音、退勤時のスタッフの話し声など、静かにするよう注意して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・柴葉　雪雄様～本人が作った借金について、近々、司法書士の方と来院予定です。日にちなど分かったら、SWにも情報提供して下さい。

・田中　豊三様～発熱時の予測指示は、本日で終了です。

・織田　比佐子様～牛乳で腹痛あるとの事で、ヨーグルトへ変更しています。

・岩澤　薫様～9/23（木）10時～11時　外出許可出ています。

・中村　清枝様～顔の突っ張り、痒みなど訴えあり、オイラックスH軟膏処方となっています。

・五十嵐　タイ様～頻尿の訴えあり、尿検の指示出ています。

・坂本　良雄様～9/22（水）定期から、コリネールLは中止となります。

・角谷　育子様～9/22（水）定期から、リントン(3)2T→ハロステン(1)4Tへ変更になっています。

・木ノ下　ツヨ様～臨時のセンナリド 1T 1×vds　9/22(水)から定期となります。

・橋本　万様～9/22（水）定期から、バレリン(100)3T 3×ndE（止め）→バレリン(200)1T 1vdsに変更になっています。

＜食事形態について＞

・佐々木　貞吉様～現在汁のみトロミで、牛乳とお茶はトロミなしできていますが、むせ込みある為、汁物トロミではどうか？

　　　　　　　　　また、今年の１月より、体重が約10㎏減少しており、現在58.7㎏です。標準体重が、62.8㎏の為これ以上減少するようであれば、補食などの検討も今後必要になってきます。

　　　　　　　　　食事の残食も見られていますので、食事摂取状況の観察お願いします。

・山田　典子様～現在汁のみトロミであるが、牛乳やお茶はむせ込みなく飲んでいる為、汁のトロミを外してみてはどうか？

・村田　タカ様～現在おかずのみトロミついています。最近、食事摂取量が減ってきています。汁物の残食もあるがむせ込みなく摂取しているので、おかずのトロミを外して様子を見てはどうか？

※これらを栄養に伝え、必要であれば食事指示箋の提出していきます。

中間報告

＜担当業務＞

プログラム

＜業務内容＞

· 月間プログラム作成・検討

· 集団、個別プログラムの定期的な見直し

· 生活機能回復訓練指示箋の管理

· 経過記録用紙の管理（日々の記録、総括、評価、治療計画の見直しなど）

· 患者様評価（N-ADL・MN-S）によるグループの再編

· スタッフへの勉強会実施

＜中間業務報告＞

· 月間プログラム作成は、毎月担当者２名で、遅延なく作成

· レクリエーションは新しいものを８種類作成（９月現在）

· 生活機能回復訓練指示箋更新は５月に終了

· 毎月の経過記録・総括記載はほぼ遅延なく提出している

· 患者様の転入後、N-ADL・MN-Sの評価が１週間以内で出来ない事があった

· 患者様評価は９月上旬で終了している

評価結果を基に１名グループ変更

Ｃ→Ｄへ変更者１名（Ｎ-ＡＤＬの低下、プログラムの参加状況により）

※不調により、大幅に点数が減少した方が２名いたが、指示理解が保たれている事・心身機能の維持の為、グループ変更せず経過観察

· スタッフへの勉強会は２回実施

1 プログラム進行の仕方について

南病棟所属が初めてのスタッフへ、プログラム進行方法と注意点について（資料配布）

2 患者様評価（N-ADL・MN-S）の仕方について

評価内容と注目ポイントと注意点など（資料配布）

＜下期に向けての改善点及び行動計画＞

· 生活機能回復訓練指示箋の次回更新は平成22年11月に実施予定

· 患者様の転入後、N-ADL・MN-Sの評価が１週間以内に実施していく

· スタッフへの勉強会の定期的な実施

（プログラム実施の意識の薄さ、評価内容の理解度の低さ、患者様への対応方法などから）

＜担当業務＞

口腔ケア

＜業務内容＞

毎月の口腔衛生状態評価の実施、データ管理

定期的に口腔内の状態を観察

新患者様がきた際のネームの確認

歯ブラシ、コップの定期的な交換

＜中間業務報告＞

毎月の口腔衛生状態評価の実施し、カンファレンスにて口腔状況について検討行っている。呼びかけを行ったが、期日までに評価ができていないグループがあった。口腔ケアの関心・向上の為にも勉強会を行っていく必要がある。

＜下期に向けての改善点及び行動計画＞

· 口腔ケアの技術・知識向上や肺炎予防の為、勉強会の実施を行っていく。

⇒口腔の解剖、生理機能、手技の必要性と徹底など

・評価時には、その都度患者様の口腔内の状態・変化、衛生状況を確認・周知するよう徹底していく。担当者も定期的に確認し、カンファレンスなどで呼びかけていく。

・本人に合ったブラシの検討が必要である。

＜担当業務＞

　　入浴

＜業務内容＞
・週3回の入浴の実施

・スタッフの入浴介助技術の向上を目的とし、入浴介助の手順や入浴の意義等をカンファレンス内で

勉強会を実施していく。

・毎月、月末(第4週水曜日)に見直しをして、入浴形態や曜日が合っているか検討していく。

・特に拒否が強い患者様に対し、他のスタッフと協力・連携し少しでも入浴して頂けるように取り組んでいく。

・患者様の状態に合わせて清拭・更衣を実施していく。

・浴室のカビ取りや洗身タオル等の管理をしていく。実施日はカンファレンスで話し合い決めていく。

＜中間業務報告＞

・週３回入浴実施（湿疹出ている方は毎日）することできている。

・患者様の状態に合わせ、清拭・更衣を実施することできている。

・入浴表の更新・印刷することができている。

・入浴介助技術の向上を目的とした勉強会を実施することができなかった。　　

＜下期に向けての改善点及び行動計画＞

・引き続き、年間業務を遂行していく。

・入浴介助技術の向上を目的とした勉強会を実施。
















































